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笑
顔
輝
く

 
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

遠　

藤　

正　

明

頃
よ
り
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

運
営
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は
「
は
ぐ
く
も

う　

笑
顔
輝
く
山
形
の
子
ど
も
た
ち
を
」

～
行
動
し
よ
う　

守
り
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

目
指
し
て
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
今

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
に

向
け
、
各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
様
と
と
も
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
し

た
。

　

今
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
深
刻
な
い
じ
め
、

く
の
び
て
い
き
ま
す
。
す
な
わ
ち

家
庭

で
育
ち
、
学
校
で
学
び
、
地
域
で
の
び

る

よ
う
に
、
子
ど
も
を
守
る
大
人
が
、

し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
育
て

て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
活
動
と
し
て
初
め
に
研

修
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま

す
。
十
月
に
、
第
六
十
一
回
山
形
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
大
会
最
上
大
会
が
、
「
家
庭
・
学

校
・
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
も
う
、

い
の
ち
輝
く
子
ど
も
た
ち
を
」
を
大
会
主

題
と
し
て
、
県
内
各
地
よ
り
千
余
名
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
「
組

織
運
営
」
「
研
修
活
動
」
「
健
全
育
成
」

「
家
庭
・
地
域
と
学
校
教
育
」
「
健
康
・

安
全
教
育
」
の
テ
ー
マ
で
五
つ
の
分
科
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
型
の
分

科
会
で
は
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
、
課
題

解
決
に
向
け
情
報
を
共
有
し
、
家
庭
の
基

盤
と
な
る
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
研
修

が
出
来
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

全
体
会
で
の
記
念
講
演
で
は
、
「
～
ふ
る

さ
と
・
愛
・
平
和
を
願
っ
て
～
林
隆
三
と

楽
し
む
賢
治
童
話
の
世
界
」
と
題
し
、
林

隆
三
氏
に
よ
る
「
こ
と
ば
の
力
」
を
再
認

識
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

会
者
は
、
賢
治
童
話
に
触
れ
、
心
が
温
か

く
な
る
時
間
を
過
ご
し
た
様
で
す
。

　

本
年
は
県
内
千
六
百
名
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
「
意
識
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
虐
待
、
不
登
校
、
少
年
犯
罪
の
低
年

齢
化
や
凶
悪
化
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

教
育
の
根
幹
を
揺
る
が
す
様
な
事
が
、
現

実
と
し
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
を
守
る
べ
き
大
人
が
、
そ
の

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
表
れ
だ
と
感
じ

ま
す
。
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
我
が
こ

と
と
し
て
捉
え
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
昨
今
「
教
育
再
生
」
の
も
と
、

先
を
見
据
え
た
教
育
の
骨
組
み
づ
く
り
と

「
い
じ
め
等
」
に
対
す
る
緊
急
の
対
応
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

様
々
な
施
策
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な

る
よ
う
に
考
え
、
課
題
の
解
決
に
向
け
行

動
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の

架
け
橋
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
一
員
と
し

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重
要

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
教
育

の
基
盤
は
家
庭
に
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の

育
ち
が
あ
り
学
校
で
の
学
び
が
成
立
し
、

地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
大
き

集
ま
っ
た
デ
ー
タ
ー
に
は
、
子
ど
も
た
ち

を
思
う
保
護
者
の
温
か
い
心
が
映
し
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
活
動

方
向
が
み
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
、
県
教
育
委
員
会
と
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の
合
同
教
育
委

員
会
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で

は
、
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
意
識
調
査
の
中
間
報
告
を
も
と
に
、

親
と
し
て
の
我
が
身
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

小
・
中
・
高
と
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
と

親
の
か
か
わ
り
を
始
め
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
笑

顔
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
社
会
の

変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
な
が
ら
課
題
の

解
決
に
向
け
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
、
県
教
育
委
員
会
を
始

め
関
係
各
位
各
機
関
の
皆
様
に
対
し
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
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戦

山形市立滝山小学校長

平　尾　幸　治

最上地区ＰＴＡ協議会会長

深　田　裕　一

後
最
悪
と
い
わ
れ
る
経

済
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、

改
善
の
兆
し
す
ら
見
え
な
い
よ

う
で
す
。
失
業
者
や
ホ
ー
ム
レ

ス
が
増
え
、
年
末
年
始
は
東
京

で
臨
時
の
宿
泊
所
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
日
本
の
家
族
に
は
「
ハ

ウ
ス
は
あ
る
が
ホ
ー
ム
が
な

く
な
っ
た
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。

家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
は
住

ん
で
い
る
も
の
同
士
や
家
族
間

の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

た
こ
と
を
表
現
し
た
言
葉
で

す
。
住
ま
い
は
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、

ホ
ー
ム
は
家
族
の
温
か
い
人
間

関
係
の
こ
と
で
す
。
本
来
家
庭

に
は
、
心
の
通
う
家
族
が
居
り
、

安
心
で
き
る
団
ら
ん
の
場
が

あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

い
ま
学
校
で
は
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
段

階
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
「
ゆ
と
り
教

年
十
月
、
最
上
地
区
主

管
に
よ
る
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
大
会
が
秋
晴
れ
の
中
、
県
内

各
地
よ
り
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

無
事
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
前
の
五
つ
の
分
科
会
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
助
言
者

を
最
上
地
区
の
方
々
に
務
め
て

い
た
だ
き
、
県
内
各
地
の
パ
ネ

リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地

区
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
内
の
積
極
的
な
意
見

交
換
も
あ
り
、
関
わ
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
見
え
る
会
員
達
の
知

恵
、
実
践
者
達
の
強
く
あ
た
た

か
な
言
葉
は
、
き
っ
と
参
加
者

全
員
に
同
じ
風
を
吹
か
せ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

午
後
の
部
は
、
当
地
区
安
楽

城
小
の
子
ど
も
た
ち
の
「
童

唄
」
で
幕
が
開
き
、
全
体
行
事

に
続
き
講
演
会
は
『
ふ
る
さ

育
」
が
見
直
さ
れ
、
確
か
な
学
力
を
確
実

に
習
得
し
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
「
社
会

の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
生
き

る
力
」
を
よ
り
一
層
育
む
こ
と
を
継
続
し

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
生
き
る

力
」
と
は
、
自
分
の
心
を
開
き
、
自
分
と

異
な
る
考
え
や
感
じ
方
を
持
つ
人
を
認
め
、

共
に
か
か
わ
り
合
う
中
か
ら
育
ま
れ
る
も

の
で
す
。

　

教
師
と
子
ど
も
た
ち
が
常
に
向
き
合
う

と
い
う
学
校
の
姿
も
同
じ
で
す
。
教
師
と

子
ど
も
た
ち
は
、
対
話
や
体
験
を
通
し
て

共
に
考
え
、
共
に
汗
を
か
き
心
を
通
わ
せ
、

一
人
の
人
間
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
合
い
な

が
ら
成
長
す
る
と
こ
ろ
に
教
育
の
原
点
が

あ
り
ま
す
。
教
師
と
子
ど
も
の
信
頼
さ
れ

る
人
間
関
係
の
構
築
は
以
前
に
増
し
て
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
科
学
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、

便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
人
で
楽

し
め
る
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
等

が
あ
り
、
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
で
す
。

し
か
し
、
学
校
も
家
庭
も
生
身
の
人
間
対

人
間
が
し
っ
か
り
向
き
合
う
、
ア
ナ
ロ
グ

的
な
と
こ
ろ
に
原
点
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
中
で
、
あ

え
て
子
ど
も
た
ち
に
ア
ナ
ロ
グ
的
な
体
験

や
経
験
の
大
切
さ
を
私
は
感
じ
ま
す
。

と
・
愛
・
平
和
を
願
っ
て
』
─
─
林
隆
三

と
楽
し
む
「
賢
治
童
話
の
世
界
」
と
い
う

演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
地
区
ゆ
か
り

の
林
さ
ん
は
、
幼
少
の
頃
、
温
か
な
方
言

に
育
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
力
強
く
深
く
言

い
よ
う
も
な
い
温
か
さ
に
満
ち
た
林
さ
ん

の
朗
読
の
世
界
は
、
ま
さ
に
そ
の
頃
か
ら

培
わ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
会
場
内
を
ひ

と
つ
の
う
ね
り
に
飲
み
こ
ん
だ
ま
ま
、
最

後
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
へ
。
原
爆
で
ふ
る

さ
と
長
崎
を
壊
さ
れ
た
人
の
作
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
の
空
の
下
で
」
と
「
愛
の
賛

歌
」
で
し
た
。

　

熱
い
も
の
を
皆
の
胸
に
残
し
、
幕
は
降

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
つ
め
る
実
行
委
員

は
皆
、
同
じ
思
い
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
各
関
係
機
関
の
皆
様
、

そ
し
て
最
上
地
区
一
市
四
町
三
村
の
実
行

委
員
の
方
々
、
駐
車
場
係
等
で
講
演
を
聞

く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
会
場
外
で
本
大

会
を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
は
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
形
の
会
員
の
皆
様
の
力
を
、
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度

開
催
さ
れ
ま
す
第
六
十
二
回
山
形
大
会
が

よ
り
実
り
多
き
大
会
に
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

デジタル化時代の中で

県ＰＴＡ研修大会最上大会を終えて

昨

PTAやまがた



「
命

県ＰＴＡ母親委員長

無　着　道　子

の
尊
さ
大
切
さ
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
教
導
を

い
た
だ
き
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い

様
々
な
出
会
い
に
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
郡
・
市
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
に
応
じ
た
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
多

様
な
母
親
委
員
会
の
あ
り
方
を

認
め
合
い
、
親
同
士
が
つ
な
が

り
、
支
え
あ
う
仲
間
づ
く
り
を

す
る
「
場
」
に
な
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

定
例
委
員
会
は
四
回
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
の
思

い
な
ど
も
含
め
互
い
に
伝
え
合

い
、
成
果
や
課
題
、
時
に
は
悩

み
を
共
有
し
な
が
ら
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
思

春
期
へ
の
親
の
か
か
わ
り
」
や

家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
研
修
は
、
子
ど
も

の
心
に
ど
う
向
き
合
い
寄
り
添

う
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
の
か
を

子
ど
も
の
目
線
で
捉
え
、
日
常

に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
学
び

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
藤
先

生
か
ら
は
、
子
ど
も
が
自
己
肯
定
感
を
持

ち
、
豊
か
な
人
間
性
や
知
恵
、
た
く
ま
し

さ
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
大
人

が
手
間
ひ
ま
か
け
て
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
…
…
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

心
の
通
い
合
う
人
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
一
年
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
今
」
を
見
つ
め
、

さ
ら
に
は
、
将
来
を
見
通
し
た
大
人
の
行

動
の
大
事
さ
を
思
い
ま
す
。

第
一
回
母
親
委
員
会　

六
月
十
日


正
副
委
員
長
の
選
出


活
動
計
画
及
び
情
報
交
換


家
庭
に
お
け
る
月
経
教
育
の
実
態
調
査

　

協
力
に
つ
い
て

第
二
回
母
親
委
員
会　

九
月
十
六
日


各
研
究
大
会
の
報
告
及
び
情
報
交
換


研
修
「
思
春
期
へ
の
親
の
か
か
わ
り
」

　

講
師　

伊
藤
洋
子
氏

第
三
回
母
親
委
員
会　

十
一
月
十
三
日


「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
作
成
案


県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
等
の
報
告


情
報
交
換


県
教
育
委
員
会
と
県
Ｐ
連
・
高
Ｐ
連
の

合
同
教
育
懇
談
会
参
加

第
四
回
母
親
委
員
会

　

平
成
二
十
二
年
二
月
八
日


「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て


今
年
度
の
反
省
及
び
情
報
交
換


研
修
「
や
る
気
と
能
力
を
引
き
出
す
魔

法
の
質
問
～
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～
」 

講
師　

松
田
充
弘
氏

◎
山
形
市 

無
着
　
道
子


母
親
委
員
会
（
五
月
・
九
月
・
二
月
）


研
修
「
思
春
期
へ
の
親
の
か
か
わ
り
」

 

山
口
節
子
氏


拡
大
母
親
委
員
会
講
演
会
（
十
一
月
）

　

「
か
か
わ
る
喜
び　

つ
な
が
る
心
」

後
藤
敬
子
氏


母
親
委
員
会
だ
よ
り
「
マ
ザ
ー
ズ
ね
っ

と
わ
ー
く
」
三
月
発
行

◎
上
山
市 

土
屋
　
由
美


母
親
委
員
会
（
七
月
・
九
月
）


研
修
会
（
十
月
）

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

 

佐
藤
玲
子
氏

◎
天
童
・
東
村
山
地
区 

木
村
　
豊
子


母
親
委
員
会
（
六
月
・
十
一
月
）

　

母
の
集
い
講
演
会

　

「
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
」

 

佐
藤
祐
子
氏


母
親
委
員
会
だ
よ
り
二
月
発
行

◎
西
村
山
地
区 

前
田
な
ぎ
さ


母
親
委
員
会
（
五
月
・
九
月
・
一
月
）


「W

e 
can! 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
」 

阿
部
涼
子
氏


母
親
委
員
会
だ
よ
り
二
月
発
行

◎
北
村
山
地
区 

鈴
木
　
敦
子


北
村
山
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
参
加（
九
月
）

　

「
子
ど
も
に
携
帯
を
持
た
せ
る
親
の
あ

り
方
」 

田
中
恵
美
氏


各
市
町
、
単
Ｐ
で
の
活
動

◎
最
上
地
区 

笹
　
　
孝
子


地
区
代
表
委
員
会
議
（
五
月
）


山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
参
加
・
協
力


母
親
委
員
会
だ
よ
り
「
か
あ
ち
ゃ
ん

ほ
っ
と
ら
い
ん
」
二
月
発
行

◎
米
沢
市 

加
地
早
由
里


母
親
委
員
会

（
五
月
・
七
月
・
十
一
月
・
二
月
）


講
演
「
か
け
が
え
の
な
い
命
の
た
め
に

親
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
後
藤
敬
子
氏


保
健
講
話
「
思
春
期
へ
の
親
の
か
か
わ

り
」 

山
口
節
子
氏


母
親
委
員
会
だ
よ
り
二
月
発
行

◎
東
置
賜
地
区 

船
木
　
知
子


各
単
Ｐ
の
専
門
部
と
の
合
同
事
業
を
実

施
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
Ｐ
で
活
動

◎
西
置
賜
地
区 

齋
藤
　
妙
子


母
親
委
員
会
（
年
三
回
）


地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
交
流
会
協
力


お
た
よ
り
二
月
発
行

◎
鶴
岡
市 

渡
会
　
美
香


母
親
委
員
会
（
六
月
）


母
親
委
員
会
研
修
大
会
（
十
一
月
）

　

「
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
」

 

石
川　

充
氏

◎
東
田
川
地
区 

原
田
　
裕
美


母
親
委
員
会
（
年
二
回
）

　

小
・
中
十
一
校
の
代
表
母
親
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
に
よ
る
情
報
交
換


今
後
も
単
Ｐ
間
の
連
携
を
図
る

◎
酒
田
市 

泉
川
　
由
起


母
親
委
員
長
等
会
議（

七
月
・
十
二
月
）


研
修
「
子
育
て
体
験
談
・
ラ
フ
タ
ー
ヨ

ガ
」 

山
口
考
子
氏


酒
田
市
Ｐ
連
研
修
大
会
協
力
（
一
月
）

◎
飽
海
地
区 

高
橋
ひ
ろ
み


母
親
委
員
会
（
年
三
回
）


研
修
会
（
十
一
月
）
「
あ
な
た
の
笑
顔

と
う
な
ず
き
が　

小
さ
な
心
の
栄
養

剤
」 

後
藤
敬
子
氏


母
親
委
員
会
だ
よ
り
二
月
発
行

各
地
区
の
主
な
活
動
報
告

山形県ＰＴＡ母親委員会の活動報告

PTAやまがた



　

「
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
た
懇
談

会
。
冒
頭
に
遠
藤
正

明
県
Ｐ
連
会
長
よ
り

今
年
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
目
的
や
趣
旨

説
明
（
「
教
育
に
関

す
る
保
護
者
の
意
識

調
査
」
結
果
概
要
）

を
し
て
い
た
だ
き
、

話
題
提
供
と
し
て
舛

田
忠
雄
山
形
大
学
名

誉
教
授
よ
り
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
か
か
わ
る
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
の
意
識
調

査
」
の
中
間
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

回
答
者
は
母
親
が

八
三
％
で
父
親
が
一

六
％
で
あ
り
、
今
回

の
調
査
で
は
三
十
歳

代
か
ら
四
十
歳
代
ま

で
の
母
親
の
回
答
が

八
〇
％
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
父
親
と
子
ど
も

は
七
九
％
、
母
親
と
子
ど
も
は
九
四
％
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い

理
由
と
し
て
は
「
余
裕
が
な
い
」
「
子
ど

も
が
わ
か
ら
な
い
」
を
挙
げ
て
い
る
。
保

護
者
と
先
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

七
七
％
が
と
れ
て
い
る
、
保
護
者
か
ら
見

て
先
生
は
七
二
％
が
忙
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
気
軽
に
先
生
に
相
談
で
き
る
保
護
者

は
五
六
％
、
先
生
が
い
じ
め
な
ど
に
適
切

に
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
保
護

者
は
七
六
％
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
間
報
告
を
も
と
に
①

家
庭
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
②
学
校
と
家
庭
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
、
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
分
け
て
出

席
者
の
皆
様
よ
り
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
家
庭
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
（
家
庭
の
中
で
の
会
話
の
重

要
性
、
会
話
の
役
割
、
会
話
の
方
法
を

考
え
る
）


Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
部
活
動
に
積
極
的
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く

な
っ
た
。


子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
し
っ
か
り
会

話
を
し
て
い
れ
ば
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
心
配
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
親
子
で
夢
を
語
れ
な

い
今
に
不
安
。


社
会
の
中
で
自
分
を
抑
え
な
い
と
生
き

て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
萎
縮
し

て
い
る
今
の
子
ど
も
が
心
配
。


親
子
の
関
わ
り
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
無
い
、

夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ

重
要
。


朝
一
緒
に
ご
は
ん
を
食
べ
な
が
ら
会
話
、

帰
っ
て
き
た
ら
学
校
の
様
子
を
聞
く
と

い
っ
た
あ
た
り
ま
え
の
事
を
実
行
。
男

の
子
に
は

耳
そ
う
じ

な
ど
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
も
大
事
。

◎
学
校
と
家
庭
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

（
学
校
と
家
庭
の
信
頼
関
係
づ
く
り
の

た
め
に
）


子
ど
も
が
卒
業
し
て
か
ら
も
保
護
者
の

「
読
み
聞
か
せ
」
や
「
見
回
り
隊
」
な

ど
の
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
関

わ
り
が
大
事
。


保
護
者
が
関
わ
る
学
校
行
事
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
か
ら
保
護
者

に
対
し
て
も
っ
と
要
望
（
手
伝
い
の
）

を
し
て
も
ら
い
た
い
。


学
校
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
地
域
の
お
年
よ
り
も
巻
き
込
む
べ

き
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

貢
献
で
き
る
。

　

最
後
に
本
日
の
総
括
と
し
て
、
遠
藤
正

明
県
Ｐ
連
会
長
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
あ
た
り
前
の
こ
と
、
親
と
し
て
大
人

と
し
て
ど
う
行
動
す
る
の
か
が
大
事
。
親

も
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
学
び
行
動
を
！

是
非
来
年
度
は
家
読
（
読
書
）
で
家
庭
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
藤
沢
純
高
Ｐ
連
会
長
か
ら
は
今
回

の
県
Ｐ
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
大
変
素

晴
ら
し
い
。
半
数
近
く
の
保
護
者
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
不
足
と
感
じ
て
い

る
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
家
庭
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
大

前
提
！
と
い
う
力
強
い
お
言
葉
を
お
二
人

か
ら
い
た
だ
き
懇
談
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　

文
責
・
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
理
事

　

早　

坂　

幸　

起

県教委との合同教育懇談会

PTAやまがた



「保護者と学校・子どもと親のコミュニケーション」
　県教育委員会の発案で「やまがた教育コミュニケーション改革」が推進されていますが、ＰＴＡは「学

校・家庭・地域の架け橋」としての役割が期待されています。そこで、山形県ＰＴＡ連合会では、特にコ

ミュニケーションを中心に保護者の意識調査を行い、その結果を今後のＰＴＡ活動に活かしていきたいと考

えています。この調査は、小学２年生、小学５年生および中学２年生の保護者を対象とし、県内の小・中学

校427校から無作為に抽出した55校（1,502名）にご協力いただきました。その中から注目される項目に絞っ

て概要を掲載しました。

　対象者の属性をみると、性別では女性が83.5％、男性が15.9％であった。年齢別では40歳代が48.2％、30

歳代が42.3％で９割強となっている。子どもとの続柄は母親が82.8％、父親が15.9％である。したがって調

査結果も30・40歳代の母親の意識傾向を示しているとみられる。

　まず、「子どもたちの間での学力格差が大きくなっていると感じているか」をみると、「ややそう思う」が

半数強の52.4％と最も多く、「強くそう思う」（15.7％）を加えると７割弱（68.1％）の保護者が学力格差が

あることを感じている。学力格差を感じない保護者は「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」を

加えても23.4％である（図１）。子どもの学力向上のために学校に求めたいことでは、「ある」が65.8％と圧

倒的に多く、「ない」（16.1％）と「わからない」（16.2％）は少数である（図２）。

　次に保護者と担任の先生とのコミュニケーションについてみてみよう。「まあまあ取れている」が63.8％

と最も多く、「十分取れている」（12.7％）を加えると８割弱（76.5％）の保護者が先生とのコミュニケー

ションが「取れている」と感じている（図３）。先生の忙しさについては「多少は忙しいようだ」が42.4％

と最も多く、次いで「かなり忙しいようだ」が29.2％となっており、両者を加えると７割強（71.6％）の保

護者が「先生は忙しい」と感じている（図４）。先生が忙しいと感じている中、相談事があるときに気楽に

時間を取ってもらえる雰囲気かどうか。「いつも気楽に相談に乗ってもらえる雰囲気だ」が半数以上の

56.4％で最も多く、次いで「相談するのに少し気が引ける雰囲気だ」が15.4％、「調整のうえ、やっと相談

に乗ってもらえるという雰囲気だ」が11.3％と続いている。「わからない」とする保護者も13.1％存在する

（図５）。仮にいじめなどの問題が起きた場合、先生は適切に対応してくれるとの信頼感はどうか。「ある程

度の信頼はできる」が半数以上の53.6％で最も多く、次いで「十分に信頼感がある」が21.2％となっており、

両者を加えると７割強（74.8％）の保護者が先生に対して信頼感を持っているとみられる（図６）。

　保護者自身の教育や学校に対するかかわりや態度についてみてみよう。「授業参観などで、私語をしたり、

携帯電話で撮影したり、好ましくない保護者が多い」との声については、「さほどそう感じていない」が

41.3％と最も多く、次いで「ややそう感じている」が34.8％と続いている。「特にそう感じている」（12.2％）、

「ぜんぜんそう感じていない」（11.0％）を加えて「感じている」と「感じていない」に分けてみると、両

者に大きな差はみられない（図７）。「学校や教育委員会に対して身勝手な要求をする保護者が多い」との声

については、「さほどそう感じていない」が49.5％と最も多く、「ぜんぜんそう感じていない」（9.1％）を加

えると６割弱（58.6％）の保護者が否定しているとみられる。「ややそう感じている」（31.9％）、「特にそう

感じている」（8.6％）との肯定的な保護者は4割（40.5％）である（図８）。

　「家庭で子どもに十分しつけをしない保護者が増えている」との声に関してはどうだろうか。「ややそう

感じている」が６割強（61.0％）と最も多く、「特にそう感じている」（16.3％）を加えると８割弱の保護者

が家庭でのしつけの不十分さを感じている（図９）。

　最後に親と子どものコミュニケーションについてみてみよう。

　父親との関係では父親のいない家庭（107名）、母親との関係では母親のいない家庭（27名）を除いてみて

みる。父親と子どものコミュニケーションでは、「ある程度取れている」が６割弱（58.2％）で最も多く、

次いで「十分取れている」が27.0％であり、８割以上（85.2％）が父親と子どもとのコミュニケーションは

取れているとしている（図10）。母親と子どものコミュニケーションでは、「ある程度取れている」が６割弱

（58.0％）で最も多く、次いで「十分取れている」が38.1％であり、ほぼ100％近く（96.1％）が母親と子

どもとのコミュニケーションが取れているとしている（図11）。子どもとのコミュニケーションが取れてい

る割合は母親の方が父親より10％以上大きい。

　以上が主要な設問の概要であるが、詳細についての分析は３月に発行される報告書を参照してください。

県ＰＴＡ連合会　保護者（1,502名）の意識調査

「保護者と学校・子どもと親のコミュニケーション」

PTAやまがた
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て
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
へ
の
挑
戦
が

あ
り
ま
す
。

　

学
校
保
健
委
員
会
に
は
、
全
会

員
が
参
加
し
ま
す
。
町
の
栄
養
士

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
今
年
度
は

「
朝
食
の
大
切
さ
～
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
と
健
康
」
に
関
わ

る
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
家
庭
の
食
事
に
も
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
、
学
級
懇
談
会
で
も

取
り
上
げ
共
通
理
解
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
希
望
の
児
童
の
保

護
者
を
募
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。
基
礎
体
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
が
、

合
わ
せ
て
競
技
技
術
の
向
上
も
目

指
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
参
加

児
童
全
員
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
配
慮
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

㈡　

伝
承
文
化
の
継
承

　

平
枝
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
の

中
頃
、
秋
田
県
か
ら
伝
わ
っ
た
番

楽
が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十

八
年
に
番
楽
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、

後
継
者
の
育
成
・
存
続
を
願
い
、

昭
和
五
十
五
年
に
平
枝
少
年
番
楽

教
室
が
開
校
さ
れ
、
毎
年
旧
の
八

月
一
日
の
お
祭
り
に
集
落
の
皆
さ

ん
に
ご
披
露
し
て
い
ま
す
。
舞
い

手
は
四
年
生
以
上
の
児
童
で
、
お

祭
り
前
の
二
週
間
ほ
ど
、
番
楽
保

存
会
の
方
々
の
ご
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。
保
護
者
は
毎
回
練
習
を

見
守
り
、
公
演
前
は
家
庭
で
も
学

校
で
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

㈢
　
休
日
合
校

　

ゆ
と
り
教
育
が
採
り
入
れ

ら
れ
、
土
、
日
が
休
校
日
に

な
っ
た
時
期
に
、
休
日
合
校

を
始
め
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
や
、
保
護
者
・
教
師
を

講
師
と
し
て
、
各
種
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
、

炭
焼
き
保
存
会
の
炭
焼
き
教

室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
開
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
親
子
で
高
坂
ダ
ム

へ
行
っ
た
り
、
象
子
街
道
を

歩
い
て
み
た
り
、
い
も
煮
会

一
、
は
じ
め
に

　

本
校
学
区
は
酒
田
市
と
結
ぶ
国

道
三
四
四
号
線
沿
い
に
あ
り
、
中

央
部
を
北
か
ら
南
に
鮭
川
（
大
沢

川
）
が
貫
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の

流
域
と
支
流
沿
い
に
「
高
坂
」

「
平
枝
」
「
大
平
」
「
大
池
」
「
谷

地
の
沢
」
「
西
川
」
の
六
つ
の
集

落
が
あ
り
、
稲
作
を
中
心
と
し
た

農
村
地
域
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
平
成
九
年
に
校
舎
を
改
築

し
、
教
育
振
興
会
が
設
立
さ
れ
、

学
校
と
地
域
が
身
近
な
存
在
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
歴
代
の
父
母
と
教
師

の
会
の
方
々
の
実
績
を
引
き
継
ぎ
、

小
規
模
校
で
あ
り
な
が
ら
伝
承
文

化
へ
の
取
り
組
み
、
休
日
合
校
、

地
域
の
方
々
と
の
連
携
な
ど
、
父

母
と
教
師
の
会
の
地
道
な
努
力
と
、

地
域
か
ら
の
協
力
が
広
く
認
め
ら

れ
た
も
の
と
、
大
変
名
誉
に
思
っ

て
い
ま
す
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
㈠　

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　

今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る

「
共
に
学
び
、
い
の
ち
輝
く
平

枝
っ
子
」
～
食
・
生
活
リ
ズ
ム
・

体
力
づ
く
り
を
通
し
て
～
を
踏
ま

え
、
「
し
っ
か
り
朝
ご
飯
」
「
早
寝

早
起
き
」
「
元
気
に
外
遊
び
」
を

重
要
課
題
と
捉
え
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
様
子
や
、
課
題

等
に
つ
い
て
、
担
任
と
子
育
て
に

つ
い
て
の
協
力
の
仕
方
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
家
庭
の

取
り
組
み
を
、
年
四
回
の
生
活
リ

ズ
ム
調
査
で
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
学
校

へ
の
関
心
も
、
よ
り
高
ま
り
ま
し

た
。

三
、
お
わ
り
に

　

児
童
数
の
減
少
、
会
員
数
の
減

少
が
今
後
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
現
状
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組

織
の
改
革
な
ど
も
考
慮
し
、
伝
承

文
化
の
継
承
、
十
三
名
の
子
ど
も

た
ち
が
、
地
域
の
中
で
明
る
く
の

び
の
び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
、
共
に
学
び
、
い
の
ち
輝
く

平
枝
っ
子
の
育
成
を
め
ざ
し
た
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
共
に
学
び
、
い
の
ち
輝
く
平
枝
っ
子
」の

育
成
を
め
ざ
し
て

真
室
川
町
立
平
枝
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長　

姉　

﨑　
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中
で
も
子
ど
も
の
成
長
を
見
守

る
特
徴
的
な
活
動
に
「
早
寝
早
起

き
朝
ご
飯
」
と
「
ノ
ー
メ
デ
ィ

ア
・
イ
エ
ス
語
ら
い
デ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
学
校
保
健
委
員
会
で

話
し
合
わ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

学
校
医
の
先
生
方
と
も
連
携
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」
で
は
、

食
育
に
関
す
る
活
動
と
し
て
、
学

区
の
食
生
活
改
善
協
議
会
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
親
子
料

理
教
室
を
実
施
し
た
り
、
「
我
が

家
の
手
づ
く
り
レ
シ
ピ
」
を
募
集

し
、
全
会
員
へ
配
布
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
親
子
研
修
で
学
校

内
科
医
の
先
生
を
講
師
と
し
て
招

聘
し
、
生
活
リ
ズ
ム
の
お
話
を

伺
っ
た
り
す
る
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
イ
エ
ス
語

ら
い
デ
ー
」
は
、
月
一
回
は
各
家

庭
で
テ
レ
ビ
を
消
し
、
ゲ
ー
ム
も

十
六
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
百
四

十
二
名
、
全
学
年
一
学
級
で
、
酒

田
市
中
心
部
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ

に
あ
り
、
市
街
地
に
あ
る
学
校

と
し
て
は
小
規
模
校
の
学
校
で

す
。
し
か
し
、
小
規
模
校
と
は
い

え
、
保
護
者
同
士
が
仲
良
く
ま
と

ま
り
が
あ
り
、
協
力
体
制
が
良
く

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
役
員
選
出
が
あ
り
ま
す
。
港
南

ル
ー
ル
を
決
め
、
年
度
内
に
次
年

度
の
役
員
を
選
出
し
、
新
年
度
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
す
ぐ
に
新
体
制
で

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
誰

か
が
や
ら
ね
ば
と
い
う
思
い
の
保

護
者
が
多
く
、
と
て
も
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

三
、
活
動
の
三
つ
の
柱

　

さ
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
共
に

学
び
共
に
歩
も
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
」・
「
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
」・
「
手

を
つ
な
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
三
つ
を
柱

に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
な
い
で
家
族
で
会
話
を
楽
し
む
、

読
書
を
楽
し
む
、
一
緒
に
身
体
を

動
か
す
な
ど
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
む
と
い
う
活
動
で
す
。

学
年
毎
に
取
り
組
み
の
結
果
を
集

約
し
、
学
校
保
健
委
員
会
で
発
表

し
た
り
、
広
報
で
伝
え
た
り
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
会
員
か
ら

良
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
毎
年
実

践
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
三

年
間
継
続
し
て
き
た
こ
の
活
動
は

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
学
年

毎
に
親
子
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
、
防
災
学
習
、
そ

ば
う
ち
、
陶
芸
教
室
な
ど
様
々
で

す
が
、
す
べ
て
学
年
Ｐ
で
企
画
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
を
つ
な
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
親
子
ふ

れ
あ
い
体
操
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
の
開
催
、
運
動
会
で

の
係
活
動
へ
の
協
力
、
学
年
毎
の

父
親
親
睦
会
・
母
親
親
睦
会
の
開

催
な
ど
で
、
大
い
に
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
充
実
し
て
い
て
、
春
に
は
子
ど

も
た
ち
や
国
土
交
通
省
、
市
役
所
、

自
治
会
と
連
携
し
最
上
川
河
川
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
マ
ス

一
、
は
じ
め
に

　

こ
の
度
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科

学
大
臣
表
彰
と
い
う
大
変
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
に

活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
先

生
方
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
表
彰
の

推
薦
に
あ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ

い
た
関
係
諸
機
関
の
皆
様
に
も
重

ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

港
南
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
五

年
、
亀
ヶ
崎
小
学
校
よ
り
分
離
独

立
、
来
年
度
に
は
創
立
四
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
記
念
式

典
・
祝
賀
会
へ
向
け
、
実
行
委
員

を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
が
一

丸
と
な
り
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年

を
前
に
表
彰
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
と
て
も
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

二
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
姿

　

さ
て
、
本
校
の
児
童
数
は
百
八

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
冬
に
は
学
区
子
ど
も

会
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
白
鳥

飛
来
地
で
あ
る
ス
ワ
ン
パ
ー
ク
並

び
に
そ
の
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

月
二
回
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
母
親
委
員
や
父
親
が
一

緒
に
行
っ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
は
大
変
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
遊
具
の

ペ
ン
キ
塗
り
、
側
溝
掃
除
、
ビ
オ

ト
ー
プ
作
り
、
学
校
図
書
館
の
移

動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
親
子
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

実
施
し
、
親
子
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
の
苗
を
植
え
、
学
校
の
周
り
を

花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
六
年
生
親
子
に
よ
る

校
舎
内
の
ペ
ン
キ
塗
り
で
す
。
六

年
間
の
最
後
に
感
謝
の
気
持
ち
を

こ
め
て
学
校
を
き
れ
い
に
し
て
く

れ
ま
す
。
校
舎
内
が
明
る
く
な
り
、

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

四
、
終
わ
り
に

　

最
後
に
、
こ
の
度
の
賞
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
・
地
域
と

連
携
し
、
よ
り
よ
い
充
実
し
た
活

動
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

共
に
学
び
、
共
に
歩
も
う

酒
田
市
立
港
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

中　
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こ
の
た
び
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

表
彰
を
受
賞
出
来
ま
し
た
事
は
、

こ
れ
ま
で
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
、
先
生

方
、
そ
し
て
先
輩
会
員
の
取
り
組

み
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
達
の
寒
河
江
市
立
高
松
小
学

校
は
寒
河
江
市
の
西
部
に
位
置

し
、
学
区
内
に
は
寒
河
江
川
が
流

れ
、
寒
河
江
市
の
中
で
も
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。
学

校
創
立
百
三
十
五
周
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

設
立
が
昭
和
二
十
二
年
で
あ
り
ま

す
。
今
年
度
の
児
童
生
徒
数
百
六

十
二
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
が
百
三

十
七
名
と
小
規
模
校
で
す
。

　

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
員
参

加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
役
員
選
出
方
法
を
述
べ
ま
す

と
、
学
区
内
七
つ
の
地
域
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
毎
、
決
め
ら
れ
た

人
数
を
毎
年
選
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
一
般
役
員
は
単
年

度
制
で
す
が
、
児
童
一
人
が
卒
業

す
る
ま
で
に
、
最
低
二
年
は
役
員

を
や
っ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
多
い
保
護
者
は

五
回
六
回
と
役
員
を
経
験
す
る
事

委
員
会
）
を
設
置
し
、
部
員
は
学

年
委
員
も
兼
ね
る
の
で
、
各
部
の

活
動
の
目
的
に
関
す
る
共
通
理
解

が
各
学
年
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
充

分
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
保
体
部
と
連
携
し
て
母
親
委

員
会
が
学
校
保
健
委
員
会
に
参
加

し
、
児
童
の
健
康
に
関
す
る
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
母
親
委

員
長
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
を
兼
任

し
て
い
る
た
め
、
役
員
の
中
で
一

番
仕
事
量
の
多
い
役
職
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
母
親
委

員
会
か
ら
出
た
、
母
親
の
目
線
か

ら
の
意
見
を
直
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

反
映
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
や
活
動
に
つ
い
て
、
随
時

評
価
と
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
主
体
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

二
、
活　
　

動

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
体
の
事
業
で
「
親
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
七
月

上
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
年

も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
役

員
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
方
で
あ

れ
ば
、
役
員
の
苦
労
も
分
か
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
役

員
で
な
い
時
で
も
全
て
の
事
業
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
過
去
の
経
験
に
よ
る
貴
重

な
前
向
き
な
意
見
も
い
た
だ
き
ま

す
。
誰
が
決
め
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
規
模
校
が
故
に
必
然

的
に
全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
は
今
年
度
か
ら
会
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
経
験
の
浅
い
私
で
も
支
障

な
く
会
長
職
を
遂
行
出
来
て
い
る

の
も
、
保
護
者
全
員
の
協
力
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
組
織
・
運
営

　

四
部
会
（
総
務
部
、
研
修
部
、

保
体
部
、
生
活
環
境
部
）
二
委
員

会
（
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会
、
母
親

行
事
で
、
地
域
の
方
や
保
護
者
を

講
師
と
し
て
迎
え
、
学
年
毎
に
体

験
学
習
を
行
う
も
の
で
す
。
活
動

の
主
旨
は
以
下
の
二
点
で
す
。


親
と
子
、
子
ど
も
同
士
、
他
の

親
と
子
、
親
同
士
が
仲
良
く
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
験
活

動
と
す
る
。


で
き
る
範
囲
内
で
よ
り
高
松

（
山
形
）
ら
し
い
風
土
（
自
然
、

人
、
文
化
）
を
活
用
し
た
体
験

活
動
と
す
る
。

　

学
年
毎
に
内
容
を
決
め
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
良
さ
を
実

感
す
る
と
共
に
地
域
の
方
、
親
子
、

先
生
方
と
の
親
睦
が
図
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
行

事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
行
っ
た
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
学
年
「
親
子
自
転
車
教
室
と
冷

や
し
そ
う
め
ん
会
食
」

二
学
年
「
親
子
で
太
巻
き
作
り
」

三
学
年
「
う
ど
ん
作
り
と
親
子

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

四
学
年
「
う
ど
ん
作
り
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
」

五
学
年 

「
平
清
水
焼　

陶
芸
教

室
」

六
学
年
「
月
山
登
山
」

　

私
は
六
年
生
の
保
護
者
と
し
て

月
山
登
山
に
参
加
し
ま
し
た
。
安

全
面
は
大
丈
夫
か
、
と
い
う
学
校

側
か
ら
の
意
見
も
あ
り
、
役
員
だ

け
で
は
な
く
全
保
護
者
で
知
恵
を

出
し
合
い
協
力
し
合
っ
て
、
問
題

を
ク
リ
ア
し
て
実
施
に
至
っ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。

　

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
山
登
り

往
復
で
七
時
間
、
山
頂
の
山
小
屋

で
の
昼
食
と
、
体
力
的
に
は
大
変

で
し
た
が
、
父
親
離
れ
し
た
娘
と

の
貴
重
な
体
験
を
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

三
、
お
わ
り
に

　

親
同
士
が
仲
良
く
な
け
れ
ば
子

ど
も
た
ち
の
関
係
に
も
影
響
は
あ

り
ま
す
。
親
が
楽
し
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
学
校
行
事
に
参
加
し
な
け
れ

ば
、
子
ど
も
は
楽
し
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
質
の
高
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
、

親
も
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る

環
境
作
り
と
、
活
動
を
行
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長
表
彰

全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

寒
河
江
市
立
高
松
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長　

渡　

邉　

保　

夫

PTAやまがた



　

平
成
二
十
一
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
び
功
労
者
表
彰
記
念
式
典
が
東

京
紀
尾
井
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
て
、
関
係
者
総
勢
約

千
人
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
席
上
、
叶
水
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
会
長
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
ご
来
賓
の
祝
辞
の
中
に

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
は
国
家
の
根
本
と
言
う
べ
き

大
切
な
も
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
図

る
上
で
と
て
も
重
要
な
活
動
で

す
。」
と
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
推
薦
し
て
頂

い
た
関
係
各
位
に
謝
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
紹
介
し
、
受
賞
の
お
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
地
域
と
学
校
の
概
要

　

西
置
賜
郡
小
国
町
の
東
部
地
区

に
位
置
し
、
校
区
の
ほ
と
ん
ど
が

山
林
で
、
そ
こ
に
流
れ
る
二
本
の

川
沿
い
に
約
百
世
帯
が
居
住
し
て

い
ま
す
。

　

明
治
六
年
の
創
立
以
来
、
小
学

校
が
今
年
度
で
百
三
十
六
周
年
、

中
学
校
は
六
十
二
周
年
を
迎
え
ま

す
。
現
在
は
小
学
校
十
人
、
中
学

校
十
二
人
が
在
籍
す
る
、
へ
き
地

三
級
の
小
中
併
設
校
で
す
。
こ
の

地
区
内
に
は
本
校
の
他
に
、
叶
水

効
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親

子
健
康
教
室
を
開
催
し
、
親
子
で

健
康
や
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い

ま
す
。

三
、
特
色
あ
る
活
動

「
地
区
大
運
動
会
」

　

本
校
で
は
東
部
地
区
体
協
と
独

立
学
園
高
校
と
の
共
催
で
運
動
会

を
行
っ
て
お
り
、
本
校
が
そ
の
企

画
・
運
営
の
中
心
に
な
り
、
小
中

高
と
保
育
園
、
地
域
が
一
つ
に
な

り
、
校
区
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
本

校
に
集
い
地
区
大
運
動
会
を
開
催

し
ま
す
。
大
運
動
会
終
了
後
は
各

地
区
の
公
民
館
で
児
童
、
生
徒
、

保
護
者
、
地
域
の
方
、
先
生
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
反
省
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
学
校
文
化
祭
」

　

午
前
中
は
学
校
文
化
祭
で
、
午

後
か
ら
は
地
域
が
主
催
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
祭
り
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
婦
人
部
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
芋
煮
と
学
園
生
の
手
作
り
パ
ン

を
頂
い
た
後
に
、
地
元
劇
団
の
演

保
育
園
、
基
督
教
独
立
学
園
高
等

学
校
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
教
育
文

化
圏
を
形
作
っ
て
い
る
、
と
て
も

珍
し
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
構
成
は
、
以
前
か
ら

住
ん
で
い
た
方
と
、
他
県
か
ら
転

居
し
て
き
た
方
と
、
学
園
の
教
職

員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
分
の
一
の

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
と
主
な
活
動

　

校
区
の
全
戸
と
全
職
員
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
で
す
。
会
議
は
総
会
、
三

役
会
、
理
事
会
な
ど
が
あ
り
、
年

四
回
ほ
ど
役
員
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

専
門
部
は
研
修
広
報
部
と
生
活

保
体
部
が
あ
り
、
活
動
と
し
て
は
、

研
修
広
報
部
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
を

年
三
回
発
行
し
、
活
動
内
容
や
、

会
員
の
声
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
一
回
の
研
修
会
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
生
活
保
体
部
は
、

年
二
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行

い
、
環
境
や
エ
コ
に
対
す
る
意
識

を
高
め
な
が
ら
そ
の
収
益
金
を
有

劇
、
学
園
生
の
合
唱
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
、
地
域
の
合
唱
サ
ー
ク
ル

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
緒
に
な
っ
て
の
合

唱
を
、
地
域
の
人
達
に
発
表
し
ま

す
。
内
容
的
に
も
質
の
高
い
文
化

祭
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
叶
水
っ
子
見
守
り
隊
」

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
組
織
で
す
。
隊
長
は
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
長
の
方
に
務
め
て
い

た
だ
き
、
地
区
防
犯
協
会
と
の
協

力
で
、
登
下
校
時
や
地
域
の
危
険

個
所
の
点
検
確
認
等
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
や
独
立
学
園
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
朝
の
読
み
聞
か
せ

や
、
放
課
後
の
「
お
楽
し
み
広

場
」
や
「
英
語
広
場
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
そ
の
他
の
活
動
」

　

老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
共
同
作
業
で
再
生
し
た
り
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
食
育
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
の
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
野
菜
や
、
有
機
米

の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
の
実
習
を

し
た
り
し
、
様
々
な
教
育
活
動
の

場
面
で
地
域
や
家
庭
の
力
を
お
借

り
し
、
生
き
た
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
」
を
育
ん

で
い
ま
す
。

四
、
今
後
の
課
題

　

少
子
化
に
伴
い
、
本
校
の
児
童

生
徒
数
の
減
少
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
数
年
後
の
状
況
を
考
え

る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
今
後
の
あ
り
方

（
組
織
や
活
動
内
容
等
）
を
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

組
織
が
あ
る
か
ら
何
か
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
な
く
、
し
た
い

こ
と
が
あ
る
か
ら
組
織
が
い
き
い

き
と
動
く
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
む
す
び
に

　

こ
の
た
び
の
受
賞
は
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
や
活
動
が
評
価
さ
れ

て
の
事
だ
と
思
い
、
大
変
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
よ
り

保
護
者
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
、

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力

に
よ
り
成
し
え
た
賞
だ
と
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
を
き
っ
か
け
に
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
と
と
も
に
「
い
き

い
き
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長
表
彰

地
域
と
と
も
に「
い
き
い
き
ア
ク
シ
ョ
ン
」

小
国
町
立
叶
水
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

渡　

部　

正　

仁

PTAやまがた
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二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
一

日
～
二
十
二
日
、
「
向
き
合
お

う
！
ま
っ
す
ぐ
に　

語
り
合
お

う
！
子
ど
も
の
未
来
の
た
め

に
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

宮
城
県
に
於
い
て
、
第
五
十
七

回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
形
県

か
ら
は
、
隣
県
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
三
百
名
を
超
え
る
多
数

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
私
が
参
加
し
た
特

別
第
二
分
科
会
は
、
研
究
テ
ー

マ
を
「
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
」
と
し
、
「
基

調
講
演
」
「
対
談
」
「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
三
部
構
成
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
は
、
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
長
で
あ
り
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会
副
会
長
で
も
あ
る
遠

藤
正
明
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
し
、
「
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
結
ぶ
」
こ
と
に
つ
い
て

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
五
十
七
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
研
究
大
会
み
や
ぎ
大
会
が
、

八
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
滅
多
に
な

い
隣
県
で
の
全
国
大
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
山
形
県
か
ら
は

三
百
名
を
超
す
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
、
私
が
参
加
し
た
第

三
分
科
会
・
学
校
教
育
で
は
、

地
域
の
特
産
物
の
開
発
や
販
売

に
子
ど
も
た
ち
も
参
加
さ
せ
る

「
み
や
ぎ
ら
し
い
協
働
教
育
推

進
事
業
」
の
実
践
発
表
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
報

酬
を
得
ら
れ
る
起
業
教
育
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生

き
る
力
」
を
育
み
、
地
域
の
経

済
振
興
に
も
貢
献
し
て
い
ま
し

た
。
学
校
・
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

互
い
に
求
め
合
う
新
し
い
ス
タ

イ
ル
を
見
た
思
い
で
す
。

　

二
日
目
は
全
体
会
で
す
。
全

国
大
会
が
初
め
て
の
私
に
と
っ

て
一
会
場
に
約
八
千
名
の
会
員

　

そ
の
日
の
懇
親
会
は
、
松
島
『
一
の

坊
』
で
、
山
形
県
内
参
加
者
三
百
名
を
一

堂
に
会
し
た
大
規
模
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
各
地
区
ご
と

の
二
次
会
へ
と
つ
な
げ
た
よ
う
で
し
た
。

　

二
日
目
、
東
北
大
学
教
授
、
川
島
隆
太

氏
を
講
師
に
、
全
体
会
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
「
脳
科
学
か
ら
見
た　

早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
」
と
題
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
脳
が
働
く
た
め
に
は
、

十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

（
ご
は
ん
な
ど
の
主
食
だ
け
で
な
く
、
み

そ
汁
・
野
菜
・
魚
な
ど
の
副
食
も
一
緒
に

取
る
。）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
を
育
む
」
た

め
に
は
、
「
家
庭
で
親
子
が
関
わ
り
合
う

事
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

親
子
で
何
か
を
一
緒
に
や
る
こ
と
、
そ
し

て
子
ど
も
の
で
き
た
事
を
す
ぐ
褒
め
て
や

る
（
ま
た
は
、
話
し
か
け
る
）
事
が
一
番

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
さ
っ
き
上
手
だ
っ
た
ね
。」
よ
り
、

そ
の
場
で
「
上
手
ね
。」
と
ほ
め
る
と
、

脳
の
働
き
が
と
て
も
よ
く
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。
お
聞
き
し
た
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と

心
掛
け
る
だ
け
で
、
子
の
頭
が
よ
く
な
っ

た
り
、
よ
り
よ
く
育
つ
よ
う
な
の
で
、
是

非
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
ん
だ

事
を
地
域
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

が
集
結
す
る
姿
は
圧
巻
で
し
た
。
川
島
教

授
の
記
念
講
演
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
脳

に
効
果
的
な
朝
ご
は
ん
の
食
べ
方
や
ほ
め

方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
大
き
な
大
会
な
の
に
全
体

を
通
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
て
い

た
の
は
、
五
年
前
か
ら
の
準
備
を
地
道
に

積
み
重
ね
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
、
笑
顔
で
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
て
、
歓
迎
の
意
志
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

県
Ｐ
連
で
は
、
送
迎
に
六
台
の
大
型
バ

ス
を
無
料
で
運
行
し
ま
し
た
が
、
運
転
が

不
要
な
だ
け
で
な
く
、
移
動
中
の
車
内
で

交
流
が
図
れ
る
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
先
を

松
島
・
一
の
坊
に
統
一
し
、
盛
大
に
懇
親

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
研
修
と
は
ま
た

違
う
貴
重
な
一
夜
は
、
様
々
な
地
区
の

方
々
と
熱
く
深
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

そ
の
想
い
出
は
今
で
も
す
ぐ
に
甦
る
ほ
ど

で
す
。
こ
の
様
な
機
会
を
設
定
し
て
い
た

だ
い
た
県
Ｐ
連
事
務
局
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
幸
い
な
こ
と
に
酒
田
・
飽

海
地
区
か
ら
も
、
春
先
か
ら
の
呼
び
掛
け

に
応
じ
て
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
各
々
の
目
や
耳
で
、
直
接
体
験

で
き
た
こ
と
は
、
家
庭
や
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

実
践
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

二
十
四
年
度
に
酒
田
・
飽
海
地
区
で
開
催

さ
れ
る
東
北
大
会
の
準
備
を
、
こ
れ
か
ら

こ
の
仲
間
た
ち
と
進
め
る
た
め
に
も
大
い

に
役
立
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

日本ＰＴＡ全国研究大会に学んだこと日本ＰＴＡ全国研究大会に学んだこと

初めての全国研究大会に参加して初めての全国研究大会に参加して

PTAやまがた



今年度、県ＰＴＡや郡・市ＰＴＡ、単位ＰＴＡにご尽力なされ、多大のご功績をあげられた

団体・個人の方々に感謝状や表彰状がおくられましたのでご紹介いたします。

　　優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰　　
◇団体

　真室川町立平枝小学校父母と教師の会

　酒田市立港南小学校ＰＴＡ

　 日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰 　
◇団体

　寒河江市立高松小学校父母と教師の会

　小国町立叶水小・中学校ＰＴＡ

◇個人

　川　口　　　豊

（平成20年度県Ｐ連副会長）

　須　田　貞　夫

（平成20年度県Ｐ連副会長）

　菅　　　滋　徳

（平成20年度県Ｐ連副会長）

　　 東北ＰＴＡ連絡協議会表彰 　　
☆表彰状

◇団体

　山辺町立相模小学校ＰＴＡ

　村山市立大久保小学校ＰＴＡ

◇個人

　元　木　明　彦

（平成20年度県Ｐ連理事）

　志　田　祐　啓
（平成20年度県Ｐ連理事）

　片　桐　　　久
（平成20年度県Ｐ連理事）

　齋　藤　　　学
（平成20年度県Ｐ連理事）

　奥　山　仁　志
（平成20年度県Ｐ連理事）

　長　岡　正　一

（平成20年度県Ｐ連理事）

　目　黒　淳　一

（平成20年度県Ｐ連理事）

　柿　崎　教　之

（平成20年度県Ｐ連理事）

　小田原　浩　規

（平成20年度県Ｐ連理事）

　我　妻　真奈美

（平成20年度県Ｐ連理事）

　優良ＰＴＡ山形県教育委員会表彰　
　寒河江市立高松小学校父母と教師の会

　村山市立大久保小学校ＰＴＡ

　東根市立高崎小学校ＰＴＡ

　山辺町立相模小学校ＰＴＡ

　真室川町立平枝小学校父母と教師の会

　小国町立叶水小・中学校ＰＴＡ

　川西町立玉庭小中学校ＰＴＡ

　酒田市立港南小学校ＰＴＡ

　酒田市立八幡中学校ＰＴＡ

　　山形県ＰＴＡ連合会会長表彰　　
☆感謝状（県ＰＴＡ連合会役員退任者）

　川　口　　　豊

（平成20年度県Ｐ連副会長）

　須　田　貞　夫
（平成20年度県Ｐ連副会長）

　菅　　　滋　徳
（平成20年度県Ｐ連副会長）

　元　木　明　彦
（平成20年度県Ｐ連理事）

　長　岡　正　一
（平成20年度県Ｐ連理事）

　志　田　祐　啓
（平成20年度県Ｐ連理事）

　目　黒　淳　一
（平成20年度県Ｐ連理事）

　片　桐　　　久

（平成20年度県Ｐ連理事）

　柿　崎　教　之

（平成20年度県Ｐ連理事）

　齋　藤　　　学

（平成20年度県Ｐ連理事）

　小田原　浩　規

（平成20年度県Ｐ連理事）

　奥　山　仁　志

（平成20年度県Ｐ連理事）

　我　妻　真奈美

（平成20年度県Ｐ連理事）

　高　橋　唯　悦

（平成20年度県Ｐ連監事）

☆表彰状（郡・市ＰＴＡ連合会より推薦）

　後　藤　俊　則

（山形市ＰＴＡ連合会）

　村　岡　雅　史
（山形市ＰＴＡ連合会）

　推　名　正　美
（山形市ＰＴＡ連合会）

　調　所　伸　一
（山形市ＰＴＡ連合会）

　片　桐　博　夫
（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会）

　岸　　　正　寿
（天童・東村山地区ＰＴＡ連合会）

　髙　橋　幸　宏

（最上地区ＰＴＡ協議会）

　板　垣　誠　弘

（最上地区ＰＴＡ協議会）

　屋　嶋　雅　一

（西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会）

　大　瀧　　　力

（鶴岡市ＰＴＡ連合会）

　小　島　敏　明

（鶴岡市ＰＴＡ連合会）

　村　田　勝　利

（酒田市ＰＴＡ連合会）

第31回全国小・中学校ＰＴＡ
広報紙コンクール

☆日本ＰＴＡ全国協議会会長賞

　酒田市立松原小学校ＰＴＡ

☆日本ＰＴＡ奨励賞・山形県ＰＴＡ会

長賞

　東根市立東根小学校ＰＴＡ

　真室川町立安楽城小学校ＰＴＡ

　米沢市立松川小学校父母と教師の会

　酒田市立亀城小学校ＰＴＡ

　遊佐町立西遊佐小学校ＰＴＡ

　山形市立高楯中学校ＰＴＡ

　新庄市立日新中学校ＰＴＡ

　最上町立最上中学校ＰＴＡ

　鶴岡市立鶴岡第四中学校ＰＴＡ

☆山形県ＰＴＡ会長賞

　山形市立第八小学校ＰＴＡ

　山形市立南沼原小学校ＰＴＡ

　高畠町立糠野目小学校ＰＴＡ

　鶴岡市立朝暘第一小学校致道会

　鶴岡市立朝暘第三小学校ＰＴＡ

　鶴岡市立朝暘第四小学校暘光会

　鶴岡市立朝暘第五小学校ＰＴＡ

　酒田市立新堀小学校ＰＴＡ

　酒田市立富士見小学校ＰＴＡ

　酒田市立港南小学校ＰＴＡ

　酒田市立浜田小学校ＰＴＡ

　鶴岡市立鶴岡第三中学校ＰＴＡ

栄えある表彰 おめでとうございます栄えある表彰 おめでとうございます

PTAやまがた



無
知
の
知

　
　
　

鶴
岡
市
立
鶴
岡
第
一
中
学
校

　
　

三
年　

冨
樫
一
郎
太

　

僕
は
今
回
の
観
光
と
交
流
に
参
加
し
て

本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

中
国
に
着
い
て
最
初
に
、
人
の
多
さ
、

そ
し
て
、
日
本
と
比
べ
た
規
模
の
大
き
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
空
港
で
の
移
動
は

電
車
、
し
か
も
、
毎
回
満
員
で
し
た
。
そ

し
て
、
外
に
出
て
か
ら
も
国
有
の
真
っ
す

ぐ
で
巨
大
な
道
路
、
バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
が
、

滑
走
路
に
も
な
る
く
ら
い
大
き
い
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
と
き
、
日
本
で
僕
が
思
っ

て
い
た
中
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
覆
さ

れ
ま
し
た
。
中
国
の
人
は
、
以
前
ま
で
冷

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
み

ん
な
穏
や
か
で
、
中
国
人
の
方
か
ら
話
し

か
け
て
く
る
程
で
し
た
。
雑
技
観
賞
や
大

熊
猫
な
ど
、
日
本
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
僕
た
ち
と
同
世
代
の
中
学

生
と
交
流
し
ま
し
た
。
特
に
驚
い
た
こ
と

は
、
勉
強
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
で
す
。

と
て
も
難
し
い
こ
と
を
少
し
の
説
明
で
理

解
し
て
し
ま
う
姿
に
、
僕
は
と
て
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
僕
は
国
際
交
流
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
旅
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
御
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か

ど
こ
か
で
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
謝
謝
！
そ
し
て
再
見
！

永
遠
の
絆

　
　
　

庄
内
町
立
余
目
中
学
校

三
年　

佐
藤　

花
菜

　

私
は
今
回
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
で

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
『
仲
間
』『
異
文
化
に
触
れ
る
』
と

い
う
点
は
自
分
で
成
長
で
き
た
と
感
じ
ま

し
た
。

　

『
仲
間
』
に
つ
い
て
は
、
主
に
同
じ
七

班
の
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
私
は
同
じ
班

の
仲
間
に
つ
い
て
早
く
知
り
た
く
て
、
事

前
に
手
紙
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
東
京
で
会
っ
て
す

ぐ
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
中
国
で
は
、
班
の

み
ん
な
と
一
緒
に
万
里
の
長
城
に
登
り
ま

し
た
。
思
っ
た
以
上
に
体
力
的
に
も
精
神

的
に
も
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
。
で
も
、

「
あ
と
少
し
だ
よ

」
と
か
「
あ
の
休
憩

所
ま
で
頑
張
っ
て
み
よ
う

」
な
ど
と
い

う
声
の
か
け
合
い
か
ら
、
私
は
登
っ
て
良

い
と
許
可
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま

で
登
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
ま
た
、
帰
り
の
下
り
が
上
り
以
上
に
大

変
で
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
す
り
に

つ
か
ま
り
な
が
ら
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
し
た
が
何
と
か
ス
タ
ー
ト
し
た

地
点
に
戻
っ
て
く
る
事
が
で
き
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
『
仲
間
』
が

い
な
か
っ
た
ら
途
中
で
頂
上
ま
で
行
く
事

を
あ
き
ら
め
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

絶
対
一
人
で
は
で
き
な
い
事
だ
っ
た
と
思

中
国
を
訪
問
し
て

　
　
　

鶴
岡
市
立
鶴
岡
第
三
中
学
校

三
年　

佐
藤　

桃
子

　

私
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
と

中
国
の
首
都
・
北
京
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
国
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
街
並
み

や
建
築
物
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
万
里
の

長
城
は
段
や
坂
が
急
で
雪
が
降
っ
た
こ
と

も
あ
り
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
上
方
か

ら
見
る
そ
の
姿
に
は
言
葉
に
表
せ
な
い
程

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
タ
ジ
ア
ム
鳥
の
巣
の
設
計
は
テ
レ
ビ

で
見
る
以
上
に
美
し
い
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
衛
生
面
や
安
全
面
で
は
日
本
と
の

違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
水
は
生

水
で
飲
料
水
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
口
に

含
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
イ

レ
事
情
も
想
像
以
上
に
悪
い
状
況
で
し
た
。

道
は
車
で
あ
ふ
れ
、
人
や
自
転
車
の
往
来

が
激
し
く
、
異
常
な
ま
で
に
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
中
国
の

環
境
問
題
で
あ
る
大
気
汚
染
も
肌
で
感
じ

と
れ
る
程
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
目

で
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
事
で
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
中
国
人
中
学
生
と

の
交
流
会
で
は
、
英
語
力
に
驚
か
さ
れ
共

通
言
語
で
あ
る
英
語
の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
今
は
メ
ー
ル
を
通
し
て
の
交

流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
が
、
未
知
な
る
自

分
に
出
会
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
日
中
友
好
少
年
少
女
の

翼
を
支
え
て
下
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
や

先
生
方
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し

て
六
日
間
を
共
に
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
に

い
ま
す
。『
仲
間
』
が
い
た
か
ら
頂
上
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

『
仲
間
』
に
私
は
今
、
言
葉
で
表
せ
な
い

ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

『
異
文
化
に
触
れ
る
』
と
い
う
点
で
は
、

た
だ
日
本
国
内
に
い
て
は
で
き
な
い
、
本

場
な
ら
で
は
の
太
極
拳
も
で
き
て
感
動
し

ま
し
た
。
そ
し
て
食
べ
物
も
、
日
本
で
食

べ
る
中
国
料
理
と
は
や
っ
ぱ
り
一
味
も
二

味
も
違
い
ま
し
た
。
山
芋
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
ソ
ー
ス
が
か
か
っ
た
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
り
、
火
を
吹
き
出
し
そ
う
な
ほ

ど
辛
い
麻
婆
豆
腐
が
出
て
き
た
り
…
…
と

様
々
で
し
た
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
同
じ
学
年
の
北
京
の
中

学
生
と
交
流
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と
で

す
。
会
う
前
は
『
中
国
語
は
上
手
で
な
い

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
か

な
…
…
』
と
内
心
、
心
配
で
し
た
が
実
際

に
会
っ
て
み
る
と
相
手
は
と
て
も
流
暢
な

英
語
を
話
し
て
い
て
、
私
も
不
慣
れ
な
英

語
を
頑
張
っ
て
使
い
こ
な
し
ま
し
た
。
も

し
か
し
た
ら
、
相
手
に
は
カ
タ
コ
ト
の
英

語
に
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
け
ど
、
私
は
こ
の
時
、
母
国
語
が
お
互

い
通
じ
な
い
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
で
、『
一
生
付
き
合
っ
て
い

け
る
仲
間
』
と
い
う
大
切
な
も
の
を
お
土

産
、
そ
し
て
宝
物
と
し
て
持
っ
て
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
仲
間
を

一
生
大
切
に
し
ま
す
。

　

日
中
友
好
を
通
し
て
、
聞
い
た
こ
と
、

見
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
を
誇
り
に
し

て
そ
れ
を
今
後
の
生
活
に
上
手
く
生
か
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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あ
と
が
き

◆
平
成
二
十
一
年
は
変
革
の
年
「
チ
ェ

ン
ジ
」
が
流
行
語
と
な
り
ま
し
た
。
政

治
も
経
済
も
不
透
明
な
ま
ま
長
い
ト
ン

ネ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
る
と
誰
も
が

「
チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う
言
葉
に
期
待
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
先
に
光

も
見
え
な
い
ま
ま
言
葉
だ
け
が
空
虚
に

響
い
て
い
ま
す
。
◆
八
月
に
は
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
宮
城
県
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
は
利
府
町

の
宮
城
県
総
合
体
育
館
で
、
分
科
会
は

県
内
十
一
市
町
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
約
八
千
人
、
山
形
県
か
ら
は
三

百
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
体
会

で
講
演
さ
れ
た
川
島
隆
太
教
授
の
脳
科

学
の
話
は
、
子
ど
も
の
脳
の
活
性
化
に

す
ぐ
に
で
も
実
践
で
き
そ
う
な
内
容
に

皆
さ
ん
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
◆
今
年
度
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
「
保
護
者
の
意
識
調
査
」
を
、
舛

田
忠
雄
山
形
大
学
名
誉
教
授
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
任
意

抽
出
さ
れ
た
県
内
の
小
中
学
校
五
十
五

校
約
千
六
百
名
を
対
象
に
、
主
に
、
先

生
と
保
護
者
・
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
保
護
者
の
意
識
調
査

で
す
。
こ
の
調
査
は
三
月
に
「
報
告

書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

貴
重
な
調
査
結
果
を
平
成
二
十
二
年
度

の
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
方
針
に
生

か
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ｍ
・
ｋ
）

　

平
成
二
十
二
年
度
の
山
形
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
は
六
十
二
回

目
を
迎
え
、
十

月
十
六
日

（
土
）
に
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
に
お
い
て
全
体
行
事
・
記
念

講
演
・
五
つ
の
分
科
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
こ
の
研
修
大
会
は
、

子
ど
も
た
ち
を
取
巻
く
状
況
や

環
境
の
変
化
に
応
じ
た
企
画
運

営
と
多
く
の
先
輩
方
の
努
力
に

よ
り
有
意
義
な
研
修
の
場
と
し

て
伝
統
を
築
き
上
げ
て
お
り
、

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
引
き
継
が
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
進
展

や
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
や
地

域
社
会
の
教
育
力
・
若
年
層
の

社
会
性
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
大
会
で
は
、
「
家

庭
」・
「
学
校
」・
「
地
域
」
の
調
和
あ

る
関
わ
り
や
活
動
を
通
し
て
課
題
解

決
の
糸
口
が
見
い
だ
せ
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
に
お
い

て
は
、
「
い
の
ち
」
「
ま
な
び
」
そ
し

て
「
か
か
わ
り
」
を
柱
と
す
る
第
五

次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
の
も
と
、

「
や
ま
が
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

改
革
行
動
指
針
」
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
、
心
が
通

い
合
う
教
育
を
県
民
運
動
と
し
て
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

未
来
を
主
体
的
に
切
り
拓
く
力
を
求

め
て
参
加
者
み
ん
な
で
語
り
合
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

す
よ
う
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、

主
管
校
（
大
郷
小
・
明
治
小
・
出
羽

小
・
第
七
中
）
一
体
と
な
っ
て
準
備

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

山形市立第七中学校
Ｐ　Ｔ　Ａ　会　長

青　木　哲　志

未
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体
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